






 

 

・読書活動を推進するため、専門性の高い図書館司書有資格者を新たな小中学校に派遣し、これまでの成

果を生かしながら、学校図書館を活用した効果的な授業実践に対して支援するとともに、ファミリー読

書の取組の普及を図ります。また、高校生が、読書活動をとおして、自分の考えを自分の言葉で表現し、

他者の考えへの理解を学ぶことで、思考力・判断力・表現力等の向上につなぐことができるよう取り組

みます。 

・全国学力・学習状況調査結果について各学校で保護者との共有が図られるよう取り組むとともに、すべ

ての教員が改善方策や計画の策定に携わることにより、各学校において、授業改善が着実に実践され、

学力向上に向けて組織的に取り組む体制の確立を図ります。特に課題を抱える市町教育委員会や学校に

対しては、学力向上アドバイザーや指導主事の派遣などの重点的な支援を行います。 

・科学好きの裾野を広げるとともに、未知の分野に挑戦する探求心や創造性に優れた人材を育成するため、

中学生が対象となる「科学の甲子園ジュニア」三重県予選大会を開催します。 

・高校生の学力定着を図るため、研究校における結果の分析を踏まえ、進路指導と関連付けた効果的な指

導のあり方を研究し、その指導実践例の県内の高等学校での共有を図ります。 

・理数教育、英語教育の充実を図るため、Mie SSH や Mie SELHi 研究指定校で、研究実践を進めるととも

に、小中高等学校の連携教育モデルの作成に取り組むなどし、その成果を県内に普及します。 

・職業教育を充実するため、若き『匠』育成プロジェクトを引き続き実施し、若手教員の技術力向上へ向

けた研修、学科間連携による商品開発・知的財産等に関する手引書の作成を進めます。 

・チャレンジ精神や目的意識の伸長、発信型の郷土教育の推進や将来を担う若者同士のつながりを深める

取組の実施、英語使用環境の創出・拡大や英語人口の裾野拡大などの取組を推進することにより、グロ

ーバル社会で主体的に活躍し、他者と共に生きていく基盤を確立します。 

・小学校 2 年生以降の学級編制標準の引き下げについて、引き続き国に要望するとともに、子どもたちの

実態や各学校の課題に応じた、より効果的な少人数教育の推進に取り組みます。 

 

【実践取組２ 「地域に開かれた学校づくり」に挑戦します！】 

・コミュニティ・スクール等の開かれた学校づくりを推進するため、市町と連携して、開かれた学校づく

り推進協議会を開催し、それぞれが抱える課題の解決に向けて取り組みます。 

・開かれた学校づくりサポーターを学校や教育委員会に派遣し、適切な助言等を行います。 

・各学校において学校関係者評価がより適切に実施されるよう、教職員等を対象とする研修会を実施する

とともに、県立学校においては学校関係者評価に基づく改善活動の実施と、小中学校においては学校関

係者評価を活用した学校運営や教育活動を充実させる取組の支援を進めます。 

・土曜日や放課後等に地域人材を活用した学習支援活動がさらに多くの学校で取り組まれるよう、開かれ

た学校づくりの推進に向けた啓発を進めるとともに、学校と地域住民等をつなぐコーディネーターの育

成など、地域の教育力の活用に向けた支援を進めます。 

 

【実践取組３ 「教職員の授業力向上」に挑戦します！】 

・若手教員の実践的指導力の向上を図るため、研修体系の見直しを行い、若手教員を継続的に支援します。 

・授業改善に向けた校内研修の活性化が図られるよう、「授業研究担当者育成研修」をより実践的な研修プ

ログラムに改善するとともに、校内研修担当者を対象とした地域別研修の充実を図り、県内の学校に研

修成果を普及します。 

・授業改善に活用できる教材（ワークシート）等の作成を進めるとともに、「授業改善モデル」（平成 25

年度作成）の普及を図ります。 

 

 

 





 

 

●（一部新）「確かな学力」を育む総合支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

当初予算額：(25)  ２３，２４３千円 → (26) ２９，３９７千円 

事業概要：全国学力・学習状況調査を活用し、学力の定着と向上を図る取組を充実させるため、学習

内容の定着状況を把握する「三重県到達度テスト（仮称）」を新たに作成し、その活用を図

るとともに、各学校の授業改善の取組を支援するための研修会を開催します。また、実践

推進校には、少人数指導を支援するための非常勤講師の配置や、学力向上アドバイザー（５

名）の派遣等により、授業改善にかかる指導体制の充実を図ります。さらに、「科学の甲子

園ジュニア」三重県予選の実施を通じ、科学技術に対する関心を高めます。 

 

●高校生学力定着支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

    当初予算額：(25) ３，３８１千円 → (26) ２，５２１千円 

事業概要：高校生の義務教育段階の学習内容を含めた基礎的・基本的な学力の定着・向上を図るため、 

研究校として指定した６高校において、国語・数学・英語等の学力や学習状況等を把握す 

るとともに、教材開発や効果的な指導方法等の研究を進め、その成果を県内の高等学校に 

普及します。 

 

●「志」と「匠」の育成推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   当初予算額：(25) １９，８６３千円 → (26) １５，４０５千円 

   事業概要：高等学校における理数教育、英語教育、職業教育の充実を図るため、指定校において、大

学・企業と連携した各種セミナーの開催や科学オリンピック大会の開催、コミュニケーショ

ンを重視した英語教育に関する指導方法の工夫改善、高度な技術習得や資格取得に向けた指

導法の開発等に取り組むとともに、小中高等学校の連携教育モデルの作成に取り組みます。 

 

 ●（新）小学校における英語コミュニケーション力向上事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   当初予算額：(25) － 千円 → (26) １０，４１４千円 

事業概要：子どもたちの英語コミュニケーション能力を効果的に育成するために、小学校における発 

達段階に応じた英語指導モデルの構築と普及・啓発を行います。また、県オリジナルの英 

語教材を作成し、小学生が授業内外で英語に慣れ親しむことができる環境を創出します。 

 

●（新）高校生グローバル教育推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

当初予算額：（25） － 千円 → （26） ４９，７２９千円 

事業概要：グローバルな視野に立って自らの考えや意見を適切に伝え、日本人・三重県人としてのア

イデンティティーを持ちながら、異なる文化・伝統に立脚する人々と共生できる能力や態

度を身につけた人づくりを行うため、高等学校において、大学・産業界と連携したテーマ

別ワークショップ等の実施、留学促進、英語キャンプの開催、ＩＣＴ機器を活用した双方

向授業の研究などの取組を進めます。 

 

 

 



 

 

●少人数教育推進事業        

（第 10 款 教育費  第２項 小学校費 １教職員費） 

  （第 10 款 教育費  第３項 中学校費 １教職員費） 

    当初予算額：(25) １，３１９，４９７千円 → (26) １，３１３，９８５千円 

事業概要：国の制度による小学校１年生の 35 人学級編制のもと、本県独自の取組である小学校１、２

年生での 30 人学級（下限 25 人）及び中学校１年生での 35 人学級（下限 25 人、実情に応

じて２年生あるいは３年生に弾力的に振替可）を継続するとともに、国の定数を活用し、

引き続き小学校２年生の 36 人以上学級の解消を図ります。 

また、小中学校において、少人数授業などを実施するための教員配置（小学校：定数 40人、

非常勤 185 人、中学校：定数 12 人、非常勤 50 人）を継続し、各学校の実情に応じた学力

向上の取組を支援するなど、きめ細かな教育を推進します。 

 

【実践取組２ 「地域に開かれた学校づくり」に挑戦します！】 

 

●地域と協働する学校運営支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ２事務局費） 

当初予算額： (25) １１，６９０千円 → (26) ８，１１０千円  

 事業概要：公立学校において､保護者や地域住民等の学校運営や教育活動への参画を進めるため、「開

かれた学校づくり推進協議会」における協議の充実を図るとともに、サポーターの研修会

等への派遣などを通じて、各市町におけるコミュニティ・スクール等の導入を支援します。

また、県立学校における学校関係者評価の義務化に伴い、学校関係者評価の質を高めるた

め、学校関係者評価委員等を対象とした研修会の実施や評価結果に基づく改善活動への支

援を行います。 

 

●（新）土曜日等の教育活動推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

 当初予算額：(25) － 千円 → (26) ４，２１１千円 

 事業概要：土曜日の授業を推進するため、効果的なカリキュラムの開発、外部人材等の活用を支援す 

るとともに、その成果の普及を図ります。また、土曜日等に、大学生や教員経験者、地域 

住民等がその知識・技能を活用して教育支援を行うことにより、地域における学習やスポ 

ーツ、体験活動などの様々な活動を実施します。 

 

●（一部新）地域による学力向上支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

当初予算額：(25) １３，９１５千円 → (26) １３，０２９千円 

事業概要：大学生や教員経験者等地域住民の知識・技能を活用して、子どもの学力向上を図る市町の 

取組を支援し、地域住民等による学校を支援する体制づくりを推進します。 

また、学校と地域住民等をつなぐコーディネーター等への研修や、事業成果の共有と普及 

を図るための成果報告会等を実施します。 
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【実践取組３ 「教職員の授業力向上」に挑戦します！】 

 

●（新）グローバル教育教職員研修推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ５総合教育センター費） 

当初予算額：（25） － 千円 → （26） ５，０２３千円 

事業概要：中学校・高等学校英語教員の英語指導力や、小学校外国語活動担当教員の外国語活動指導 

力を向上させるとともに、児童生徒の課題解決力・コミュニケーション力を育成する指導 

を進めるため、教職員の実践的指導力にかかる研修を実施します。 

 

●（一部新）教職員の授業力向上推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ３教職員人事費） 

当初予算額：（25） １４，５２６千円 → （26） １６，１３８千円 

事業概要：教職員個々の専門性やスキルを向上させるとともに、経験年数の異なる教職員が相互に学

び合う継続的な授業研究を実施し、教職員の授業力の向上を図ります。また、授業研究を

中心とした校内研修の活性化など学校の組織力向上に向け、中核的な人材の育成に取り組

みます。さらに、若手教員個々の教育課題に応じた複数年にわたる学びの機会を設定する

ことで、実践的指導力の向上を図ります。 

 

●フューチャー・カリキュラム実践研究事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   当初予算額：(25) ４，４０８千円 → (26) ３，３０６千円 

事業概要：学習指導要領の趣旨及び内容をふまえ、小中学校における「学ぶ喜び」、「わかる楽しさ」 

の創造に向けた授業改善を一層充実させるため、教科別のプロジェクトチーム（９チーム） 

を設置し、授業改善に活用できる教材（ワークシート）等を作成します。 

また、平成25年度に作成した「授業改善モデル」の普及を図ります。 

 

【実践取組４ 「安心して学べる環境づくり」に挑戦します！】 

 

●学びの環境づくり支援事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   当初予算額：(25) ２５，７２４千円 → (26) ２５，７２４千円 

 事業概要：いじめや不登校等の課題を解決し、子どもたちの学びを保障するための環境づくりを推進 

していくため、中学校区を単位として重点的に取り組む地域（15 中学校区）にスクールカ 

ウンセラーを配置し、教育相談体制の充実・活性化を図ります。(当事業によるスクールカ 

ウンセラー配置校：小学校 45校、中学校 15校) 

 

●いじめを許さない「絆」プロジェクト事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   当初予算額：(25) ３８，４９８千円 → (26) ５，４１５千円 

事業概要：深刻化するいじめの未然防止を図り、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくり 

を強化するため、ピア・サポートやソーシャルスキルトレーニングなど、子どもたちの問 

題解決能力を育成する取組を進めます。 

また、未然防止の取組の一つとして、小学校においてプログラム学習による予防教育の取

組を行います。 

教育委員会 

教育委員会 



 

 

 

●学びを保障するネットワークづくり事業 

  （第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

当初予算額：(25) １１，６００千円 → (26) １０，４２５千円 

事業概要：教育的に不利な環境のもとにある子どもの自尊感情や学習意欲の向上を図るため、いじめ

などの背景にある課題を解決し、未然に防止するための地域連携の仕組みとして「子ども

支援ネットワーク」を構築します。（モデル中学校区：10 校区） 

また、「子ども支援ネットワーク」構築の要となる「子ども支援ネットワークづくり」推進

教員を、実践的場面や研修会・交流会等をとおして育成します。 

 

 


